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本誌の売上金は、全国人権擁護委員連合会等の活動を助成しています。

表紙の説明（世界人権宣言啓発書画）� 公益財団法人人権擁護協力会所蔵
第 11 条　「安全ピン」
開いたままの安全ピンで「無罪」であることを表わし、有罪が立証されるまでは束縛されないと
いうことを表わしたもの
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